
未来人材セミナー（県内企業説明会） 

 

ラグビー九州大会 

 

 

 

北陽台だより 第２６９号 

 

令和３年２月２６日 発行 

長 崎 県 立 長 崎 北 陽 台 高 等 学 校 

西彼杵郡長与町高田郷３６７２ 

T E L  ０９５ -８８３ -６８４４ 

F A X  ０９５ -８８３ -０７７６ 

発 行 責 任 者   西  田  哲  也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２月２０日から２２日にかけて、大分県にて 「第４３回全九州高等学校新人ラグビーフットボール大会」が

行われ、長崎北陽台高校ラグビー部は、長崎県代表として出場しました。今年は学年末試験が大会２日前まで

行われたため、勉強と部活の両立を強いられる苦しい戦いとなりましたが、選手たちは全力を出し切り、戦い

抜きました。大会はコロナウィルス感染防止対策のため、今大会は九州代表４校を決めるものとなりました。

２戦２勝し、九州代表として３月末に開かれる「全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会」の出場権を得

ることができました。 

≪試合結果≫ 

２月２０日（土） 長崎北陽台高校 ２８ － １２  大分舞鶴高校（大分県２位） 

２月２２日（月） 長崎北陽台高校 ９３ －  ０  専大玉名高校（熊本県１位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の職業に対する理解を深めるとともに、県内企業の魅力を知り、ふるさと長崎への思いを育ててほしい

という目的で、２月２５日（木）に県内約２０の企業・官庁による県内企業説明会が行われました。生徒は事

前に参加する企業について事前学習を行い、当日は３つの企業からの説明を受けました。今回のことを機会に、

自己の生き方と社会や世界との多様なかかわり方を見出していってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 分 ら し く 

教頭  山口 勇 

「あなたは自分が運のいい人間と思いますか」この問いに対して皆さんはどのように答えますか？パナ

ソニックを一代で築き上げ、経営の神様と呼ばれた松下幸之助さんは、自社の就職面接試験で、運が良

いと思っている人だけを採用したそうです。良い仕事をなしとげるには、柔軟な発想と楽観できること

が必要と言っています。 

最近のことですが、森東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会会長の女性蔑視発言が

国内外で批判され、会長を辞任することになりました。男女共同参画を重要な理念とする組織の長とし

て非常に軽率な発言だったと思います。これからの社会では多様性を理解し、大切にしていくことの必

要性を強く感じます。性別、人種、言葉、宗教、価値観、考えかた等を理解し、物事を正か誤かの二択

で判断することなく、多種多様なものとして認めて、個性を見出してほしいと思います。 

ちょうど１年前から新型コロナウイルスにより世界は一変しまいました。人と離れなければならない

生活。外出の自粛。いつ感染するか分からない恐怖。様々な困難を乗り越えてきました。そして、「あり

がとう」の言葉が世界中で溢れるようになりました。みんなで我慢した中での言葉。人々が距離をとっ

ていても心が近くに感じられるようになりました。 

成長するうえで悩みはつきものです。悩みは「思考」によって作られます。人は悪い方向に想像をめ

ぐらせる癖があります。それが畏れへと変わり、さらには悩みを作り出します。ただ、最悪の状態はも

うそれ以上墜ちることがないところ。その状況を楽しむところだといわれます。そうすると気にならな

くなる。それが気楽です。また、「Jカーブ効果」は落ち込んでいても、必ずまた上向きになるという考

えです。目の前のことに一喜一憂せず、長いスパンで物事を考える。うまくいかないときは焦らず立ち

止まってみることです。 

「しあわせはいつも自分の心が決める」相田みつおさんの言葉です。しあわせは富や名声などではな

く、豪華な生活で得られるものでもありません。普段の生活の中で見つけた温かさこそが本当に輝くも

のといえます。それをどう感じるのかは皆さんが決めることだと思います。それがその人らしさと言え

ます。自分が今後どうあるべきか、新しい社会でも自分の価値を見いだしてほしいと思います。 

３年生の皆さんはもうすぐ卒業です。それぞれの夢に向かって新しい生活をスタートさせることになり

ます。１８年間お世話になった親元を離れ一人暮らしを始める人もいます。 

「元気でいるか 街には慣れたか 友達できたか 寂しかないか お金はあるか 今度いつ帰る」 

さだまさしさんの「案山子」という歌の冒頭の歌詞です。どんなに遠くても我が子を案じ、帰りを待ち

わびている保護者がいることを忘れないでください。 

マニュアルのない生活に飛び込み、その経験をとおして、自分だけの価値観を模索しながら成長して

いく皆さんの姿が目に浮かびます。これからは自分のために時間を使い、自分で判断し、決定すること

が求められます。岐路に立たされたときは積極的に行動してください。きっと良い方向へ進んでいくこ

とでしょう。保護者の皆様と同様に立派な姿になった皆さんとの再会を心待ちにしています。 

 

 

 

 

  

 

 

 



2/25(木)～ 

３月の主な予定 

各学年より 

いざ本番！！3年生国公立大学２次試験 

前期試験 

後期試験 

中期試験 

合格発表 入学手続 

入学手続 合格発表 

3/6(土)～3/10(水) ～3/15(月) 

3/8(月)～ 

3/12(金)～ 3/20(土)～3/24(水) ～3/26(木) 

中期試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

国公立大学で一般入試の前期日程が25日から始まり、合格を目指して試験に臨みました。本校では、前日の2

4日まで質問をしに登校する生徒も見られ、最後の最後まで必死に取り組んでいました。４０回生が志望校合格

の花を咲かせられることを祈っています。 

 

≪国公立大学 2次試験スケジュール≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月）第４０回卒業証書授与式 

２日（火）代休（２／２８日分） 

３日（水）２年理数科内課題研究発表会 

６日（土）土曜自学 １・２年 

８日（月）高校入試設営 （１・２年 午前中日課） 

９日（火）～１２日（金） 後期高校入試のため生徒登校禁止 

１９日（金） １・２年 教科書販売  

（次年度使用教科書の購入） 

２３日（火） 校内競技大会 

２４日（水） 大掃除・終業式・離退任式 

２５日（木）～４月７日（水） 春季休業  

１学年主任  下村 かおり      

 

1年のまとめをしよう 
 

 ２月も終わり、いよいよ今年度も３月を残すのみとなりまし

た。現在のクラスメートと机を並べて過ごすのも、あと１２日を

残すのみです。突然の緊急事態宣言により休校の措置がとられた

のは、丁度１年前、中学校卒業直前でしたね。新学期早々、２度

目の休校となり、例年とは異なる高校生活の開始となりました。

とはいえ、高校１年次が３月終了となるのは変わりません。３月

は北陽台高１生としての自覚を持って、１年間の総まとめ、そし

て４月に新２年生として好発進できるように、素養を高めていき

ましょう。 

 

２学年主任  守 慶直      

３年生になる準備を 
                         

 今年度も残すところ１ヵ月となりました。あと少しで受験を

迎える３年生になりますね。１月に『３年０学期』という言葉

を使いましたが、受験を意識することはできていますか？２年

生の皆さんが受験する大学入学共通テスト（旧大学入試セン

ター試験）の日程は令和４年１月１５日（土）・１６日（日）

の２日間で、あと３２３日となります。この残りの日数は決し

て多くはありません。当然ですが全ての時間を自分の学習に使

うことはできず、授業や課題がある中で自分に足りない部分や

さらに伸ばしたい部分の学習を行わなければなりません。これ

までも担任や授業担当の先生からも授業や課題への取り組みに

ついて話をされてきたかと思いますが、受験を迎えるにあたり、

自分の取り組みを改めてほしいと思います。３月は丸一日授業

があるのは６日程度で、４月の始業式までのおよそ３０日は自

分で勉強しなくてはなりません。受験を意識した取り組みをし

てくれることを願っています。 

３学年主任  林 圭介     

卒業おめでとう 
 

 ２５日・２６日の前期日程試験、お疲れ様でした。３月５日以

降でなくては結果はわかりませんが、それぞれ最善を尽くしてき

たことと思います。４０回生全員に吉報が訪れるのを祈りたいと

思います。 

 早いもので、もう卒業式ですね。みなさんおめでとうございま

す。進学先がまだ決定していない状況で卒業というのも、かなり

中途半端な気もするのですが、こんな日程になっているのでしょ

うがないですね。卒業後も大半の人が登校して、中・後期日程試

験に向けた指導を受けることになります。前期日程の合格がわか

るまでは、無心で中・後期日程試験の準備を進めていきましょう。 

 最後になりますが、３年間よく頑張りました。この機会に高校

生活における自分の成長を感じてもらいたいと思います。また、

家族の方々の今までの支援に対する感謝の気持ちを忘れずに持

ち続けてください。今後のさらなる成長を期待します。頑張って

ください。 

 

 

3/20(土)~3/23(火) 


